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７
月
２７
日
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
、
第
４１
回
全
日
本
少
年

剣
道
錬
成
大
会
中
学
生
の
部
に
出

場
し
た
、
松
本
朋
華
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

剣
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
は
、「
小
学
校
１
年
生
の
時

に
、
地
元
の
剣
道
教
室
で
、
兄
が

剣
道
を
や
っ
て
い
た
影
響
で
始
め

ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

現
在
、
明
治
中
学
校
の
１
年
生

で
、
部
員
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
春
先

に
は
早
く
も
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
、
中
学
校
の
練
習
が
終
わ
っ
た
後
は
、

下
野
市
の
道
場
ま
で
出
稽
古
に
通
っ
て
午

後
７
時
３０
分
か
ら
２
時
間
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

下
野
市
の
道
場
の
登
録
で
今
回
初
め
て

全
国
大
会
に
出
場
し
、
団
体
戦
で
は
、
先

鋒
と
い
う
重
要
な
役
割
で
試
合
に
出
場
し

ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
、
惜
し
く
も
１
回

戦
敗
退
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
松
本

さ
ん
は
見
事
、
先
鋒
同
士
の
戦
い
に
は
勝

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

武
道
を
行
う
人
に
と
っ
て
、
聖
地
で
あ

る
、
日
本
武
道
館
で
試
合
を
し
た
こ
と
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
思
い
が
け
な
い
武

道
館
で
試
合
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
試
合
は
、
ち
ょ
っ
と
緊
張

し
ま
し
た
。」
と
日
本
武
道
館
の
感

触
、
試
合
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

毎
日
の
練
習
に
つ
い
て
は
、「
寒

い
と
き
の
練
習
よ
り
、
暑
い
と
き
の

練
習
が
辛
い
で
す
。
で
も
、
今
ま
で

剣
道
を
や
っ
て
き
て
、
賞
を
と
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
、
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
、
練
習
を
し
て

い
た
努
力
が
報
わ
れ
て
良
か
っ
た
で

す
。」
と
辛
い
練
習
を
乗
り
越
え
て

つ
か
ん
だ
全
国
大
会
出
場
を
振
り
か

え
っ
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
剣
道
の
ほ
か
に
、
学
習
塾
に
も

通
っ
て
お
り
、
文
武
両
道
を
実
践
し
て
い

る
松
本
さ
ん
。
今
後
の

目
標
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
っ
と
強

く
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
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今月の農産物は、国内生産量の約９割を栃木県が
占めるかんぴょうの紹介です。
ＪＡうつのみやかんぴょう専門部会会長の遠井泰

明さんにお話を伺いました。
上三川町は、壬生町、下野市とともにかんぴょう

の主要な産地ですが、最盛期には上三川町だけで５６
０�作付けされ、現在の栃木県全体の作付けをも上
回っていたそうです。しかし、最近では市場に中国
産が多く流通したため、生産農家も減少の一途をた
どり、「このままでは、町の花『ゆうがお』がなく
なってしまう。」遠井さんのそんな思いが、かんぴ
ょうの普及活動を精力的に進めている所以です。
４月に定植されたゆうがおが実を結ぶ７月から８

月は、もっとも忙しい時期です。午前３時からむき
始めて７時頃までかかります。むいたかんぴょうは
竿に丁寧に干されます。昔は天候に左右された天日
干しですが、今はビニールハウスの中で作業ができ、

作業能率も格
段に良くなり
ました。夏の
暑い時期の収
穫や加工は、
体力的にも大
変だと思いま

すが、遠井さん
に今後の目標を
お伺いすると
「かんぴょうは、
いかに乾燥を上
手にするかが大
切ですね。どこに
出しても恥ずかしくない、自信のある商品を作るこ
とです。」と答えてくれました。
上三川産のかんぴょうは主に関西方面に出荷され

ていますが、国産のかんぴょうは、外国産に比べる
と繊維が豊富で腰があり、煮付けても切れることが
ないそうです。また、栄養的にも優れた健康食品で、
体内の塩分排出を助けるカリウムを多く含むととも
に、食物繊維も豊富。このためかんぴょうは、便秘
の解消や高血圧・動脈硬化・糖尿病などの生活習慣
病の改善に役立つといわれています。町では、体に
も良いかんぴょうをもっと取り入れようと、色々な
料理メニューを考えています。
遠井さんのお宅では３０ａ作付けし、家族３人で作

業を行っています。夏の暑い時期、庭先に白いかん
ぴょうの暖簾が風にゆれる風景は、上三川町の風物
詩です。いつまでもこの風景が残っていくことを願
っています。

上三川町ホームページ http : //www.town.kaminokawa.tochigi.jp E-mail webmaster@town.kaminokawa.tochigi.jp
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